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使用教科書 「地学基礎改訂版」 （新興出版社啓林館） 

副教材等 サンダイヤル 地学基礎の基本マスター(新興出版社啓林館) 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

「自然に親しみ、見通しをもって観察、実験を行い、問題解決の能力と自然を愛する心情を育

てる」小・中学校での理科の学習を終えて、「宇宙における地球」、「変動する地球」、「古

生物と地球環境の変遷」という視点から、今後の地球環境の変化や想定を超えた災害 に向き

合い、どのように生きていくか？また、減災の方法について学び・考える時間にしていきたい。 

２ 学習の到達目標 

宇宙の恒星や惑星としての地球、地球で起きる様々な地殻変動をふまえ、古生物の変遷か

ら推定される地球の古環境や地殻変動から生物や人間の生存に適した現在の地球環境が

作られたことを学ぶことを通して、地球や地球を取り巻く環境や時間的空間的な広がりへ

の関心を高める。 

  また、今後に起きるかもしれない想定を超えた自然現象に対応できる力を身につける。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

天気、地震、火山活動、天

文現象など、日常生活やニュ

ースなど報道される様々な

自然現象に関心をもち、意欲

的に探求しようとするとと

もに、原因や発生する災害、

その災害に対する心構えや

減災について、科学的な見方

や考え方を身につけている。     

  自然現象とそれに関

係する諸現象との因果

関係問題を見いだし、探

求する過程を通して、事

象を科学的に考察し、導

き出した考えを適切に

表現している。 

 自然現象やそれに関

係する諸現象に関する

観察、モデル実験を行

い、基本操作を習得する

とともに、それらの過程

や結果を的確に記録、整

理し、自然現象を科学的

に探求する技能を身に

つけている。 

地学的な事物・現象に

ついて、基本的な概念

や原理・原則を理解し、

知識を身につけてい

る。 

評
価
方
法 

 学習状況の観察、ノー

トやワークシートの記述 

探求活動の記録、発表 

学習状況の観察、ノ

ートやワークシート

の記述 

探求活動の記録、発表 

定期考査の結果 

学習状況の観察、ノー

トやワークシートの

記述 

観察・実験の記録、発

表 

定期考査の結果 

学習状況の観察、ノ

ートやワークシート

の記述 

観察・実験の記録、

発表 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元名 学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

１
学
期 

固
体
地
球
と
そ
の
変
動 

地球の概観 

地球の内部構造 

プレートテクトニクスと地球

の活動 

地震   

火山活動と火成岩の形成 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

○ 

a: 地球を概観し、惑星としての地球やその大

きさ、プレートの分布と運動，およびプレー

ト運動に伴う大地形の形成について興味をも

ち，プレート運動に関連する火山活動や地震

の発生の仕組みについて調べようとする。 

b: プレートの移動とその境界で起きる様々

な地殻変動について考察し、導き出した考え

を表現できるか。地震の発生のしくみや火山

活動をプレートの運動と関連づけて考えるこ

とができる。 

c: 地震，火山などの地球の活動や，海溝や海

嶺などの大地形がプレート境界とどのような

対応関係にあるかを調べることができる。 

d: 地球の形の特徴や大きさ、地球内部の沿う

構造の状態、3 種類のプレート境界の状態や

地形の特徴がわかる。また、プレート境界や

プレート内部における火山分布や火山活動の

特徴、火山活動のタイプと溶岩の種類につい

ての知識を身につける。 

学習状況の

観察、ノート

やワークシ

ートの記述 

探求活動の

記録、発表 

定期考査の

結果 

２
学
期 

移
り
変
わ
る
地
球 

堆積岩とその形成    ○ a: 身近にある地形・地層や岩石がどのように

できたかに関心をもち、意欲的に探求し、古

生物の変遷と地球環境の変化について調べよ

うとする。 

b: 地層と地層の構造を観察することから堆

積時の出来事や環境の変化を考察し、化石を

手がかりにして地球の歴史について考えるこ

とができる。 

c: 堆積岩を観察し，粒子の種類や大きさを調

べることができる。級化構造のできる様子を

実験し観察することができる。化石を観察し

その特徴など読み取ことができる。 

d: 地層の形成、堆積岩の形成、分類、地質構

造や地層の対比などから地史を組み立てる知

 

地層と地質構造 ○    

地球の歴史の区分と化石  ○   

先カンブリア時代    ○ 



顕生代    ○ 識や地球４６億年の歴史を知識として身につ

け、今後起きるかもしれないさまざまな地学

現象に関心をもたせる。 

大
気
と
海
洋 

大気圏    ○ a: 大気圏の層構造や地球全体のエネルギー

収支に興味をもち，大気の大循環と海水の運

動，およびそれらによる地球規模の熱の輸送

について調べようとする。日本の天気につい

て興味をもち，調べようとする。 

b: 気温や気圧の鉛直方向の変化、地球に入っ

てくるエネルギーの地域差によって、大気や

海水の大循環が起き、様々な気候について考

えることができる。 

また、日本で見られる四季の気圧配置の関係

について考えることができる。 

c: 天気図を用いて，高気圧や低気圧の移動や

気象衛星画像を用いて，雲の動きを調べるこ

とができる。 

d: 大気の組成、大気圏の構造、エネルギー収

支、大気の大循環、日本の四季の天気の特徴

を知識として身につける。 

 

水と気象   ○  

地球のエネルギー収支  ○   

大気の大循環  ○   

海水の循環 ○    

日本の位置 ○    

冬から春の天気    ○ 

夏から秋の天気    ○ 

宇
宙
の
構
成 

太陽系の天体    ○ ａ：太陽系の姿に興味をもち，太陽系の天体

の特徴と太陽系の誕生について調べようとす

る。また、恒星としての太陽に興味をもち、

太陽の誕生と進化を調べようとする。 

ｂ：太陽系の各天体の違いから太陽系の誕生

と惑星の成因について考えることができる。

また、生命を生み出す地球の環境について考

えることができる。恒星としての太陽の明る

さと色、誕生と進化について考えることがで

きる。 

ｃ：望遠鏡で太陽像を投影し、太陽表面を観

察することができる。オリオン座の星を観察

して，星の明るさの違いを調べることができ

る。 

ｄ：太陽系の姿と、惑星や太陽系の小天体の

 

太陽系の誕生 ○    



太陽    ○ 特徴や、地球型惑星と木星型惑星の成因の違

いがわかる。太陽の明るさと色、太陽の誕生

と進化の過程がわかる。 

太陽と恒星  ○   

太陽の誕生と進化    ○ 

３
学
期 

宇
宙
の
構
成 

銀河系とまわりの銀河  ○   ａ：銀河について興味をもち、銀河の分布や

宇宙の姿について調べようとする。 

ｂ：銀河系の構造、膨張する宇宙から宇宙の

誕生について考えることができる。 

ｃ：宇宙の膨張と銀河どうしの動きについて

考えることができる。" 

ｄ：銀河系の構造やほかの銀河の存在、宙の

誕生と宇宙の構造がわかる。 

 

宇宙の姿  ○   

     

自
然
と
の
共
生 

地球環境と人類 ○    a: 自然との共生に興味をもち，自然の恩恵や

災害など自然環境と人間生活とのかかわりに

ついて調べようとする。 

b: 地球環境の変化の時間・空間スケールにつ

いて考えることができる。火山・地震・気象

災害をよく理解し、どのように災害から身を

守り、減災していく取り組みについて考える

ことができるか。 

c: ハザードマップを使って，防災に役立つ情

報を読み取ることができる。 

d: 人類が自然から受けている恩恵がわかる。

火山災害・地震災害・気象災害についてよく

理解し、人間生活を地球環境の変化について

考察して、今後私たちが守っていかなければ

ならないことを考え、表現できるか。 

 

火山・地震災害社会    ○ 

気象災害と社会    ○ 

人間生活と地球環境の変

化 

   ○ 

     

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習

内容（小単元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う

観点）について○を付けている。 


